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研究成果の概要（和文）：血管内皮増殖因子(VEGF)に結合するアプタマーを用いて、10 pg/mLまで測定できる系
を開発した。このような極低濃度を短時間に測定できる系は今までになく、VEGF以外にも各種サイトカイン・腫
瘍マーカー・細菌・腫瘍細胞・環境ホルモンなど様々な標的に対するアプタマーに応用でき、汎用性が非常に高
い。様々な疾病マーカーや細菌を迅速に測定し、迅速かつ簡便に患者の状態を把握し、早期診断および適切な治
療を患者に施すことが可能となる。医学以外の分野でも、環境ホルモンや化学一般など微量濃度測定の関係する
全ての分野に有用である。眼科分野においては眼房水のサイトカイン濃度検討を行い、病態との関連を報告し
た。

研究成果の概要（英文）：We developed the ultra high sensitive measurement of vascular endothelial 
growth factor only 10 pg/mL. This measurement is a novel high sensitive measurement and has widely 
general purpose, such as other cytokines, tumor markers, bacteria, tumor cells, and environmental 
hormone. The measurement enables rapid measurement of disease markers and bacteria, grasps patients'
 condition rapidly and easily, and enable early diagnosis and appropriate treatment to the patients.
 Other than medicine, this study results are useful to wide scientific field which needs high 
sensitive measurements, such as environmental hormone and general chemistry. In the ophthalmic 
field, we measured aqueous inflammatory cytokine concentrations and reported the pathogenesis of 
age-related macular degeneration and retinal vein occlusion.

研究分野： 眼科学
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１．研究開始当初の背景 
加齢黄斑変性など眼内血管新生は先進国の
失明原因の主因であり、その原因物質である
血管内皮増殖因子(VEGF)の阻害薬で先進国
の失明患者は減少していたが、臨床レベルで
眼内 VEGF 濃度を測定する系はなく、測定に
数時間を要するため抗 VEGF 薬を投与すべ
きか他の治療法を選択すべきかの判断には
間に合わず診断的治療としてどちらか選ぶ
か併用するしかなかった。その場で判断する
ための迅速測定法は多数報告されていたが、
研究室内での成功報告であって実用レベル
ではなかった。我々の事前検討では 15 分以
内に 100 pg/mL まで測定できていた。 
 
２．研究の目的 
VEGF に結合するアプタマーを改良して眼
内 VEGF の迅速測定を実用化し、並行して眼
内液の臨床データベースを構築して眼内サ
イトカインの測定による病態解明を進める
こと。 
 
３．研究の方法 
試験管内進化法を用いてアプタマーを改良
し、測定を繰り返した。臨床データベースの
サンプルはマルチプレックスサイトカイン
アッセイで炎症性サイトカイン濃度を網羅
的に測定した。 
 
４．研究成果 
15 分以内に 10 pg/mL の VEGF を測定でき
るようになった。臨床データベースからは加
齢黄斑変性抗 VEGF 治療導入期の炎症性サイ
トカイン濃度変動の報告を行った。 
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